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■検証②　　近隣スキー場とのリフト券料金比較　（2024-2025シーズン）

1日券
1日券

(大人1人・小人1人)
1日券

(大人1人・小人2人)
高齢者券 ナイター券

リフト数
コース数

大人2,300円

小人1,700円

市内大人800円
市外1,600円

市内大人400円
市外大人800円

市内小人270円
市外540円

市内小人140円
市外小人280円

大人2,200円 大人1,600円

小人1,100円 小人800円

大人2,800円
(8時間券)

大人1,700円

小人2,000円
(8時間券)

小人1,400円

大人1,700円 大人1,100円

小人900円 小人600円

千歳市民スキー場
市内1,070円
市外2,140円

市内1,340円
市外2,680円

市内400円
市外800円(1日券)

ロープ式
リフト1
コース1

恵庭市民スキー場 2,500円 3,000円 1,000円(3時間)
リフト1
コース2

500円

北長沼スキー場 3,300円 4,400円 設定なし
リフト3
コース4

ダイナスティスキー場 4,800円 6,800円
1,400円

(平日午前3時間)
リフト3
コース5

リフト1
コース4

（考察）
　恵庭市民スキー場を含む近隣のスキー場（千歳市民スキー場、北長沼スキー場、ダイナスティスキー場、安平山スキー場）に
おける代表的なリフト券料金を比較しました。

　比較した結果、各スキー場ごとに設定（リフト本数・コース数・コース構成・運行時間・券種など）の設定が大きく異なるため、
単純に金額のみでの横並び比較は適切でないことを確認しました。

　具体的には、規模の大きい施設ではコースバリエーションやロッジ・レストランなど付帯施設の維持管理、人件費の確保と
いった運営コスト面がリフト券価格に反映されている一方で、地域密着型の小規模スキー場では、設備やサービスを必要最
小限に抑えつつ、利用者層に合わせた低価格帯の券種を設定するなど、料金設定には各スキー場ごとの様々な背景が見て
とれることから、リフト券の金額だけをもって「高い・安い」を判断するのは困難との結論に至ったところであります。

　以上を踏まえ、恵庭市民スキー場の試行券を含む現行リフト料金は、施設規模やコース数、山の家維持やリフト運行委託な
どの運営コスト、券種の多様性、公共施設としての性格を総合的に考慮すれば、妥当な水準に設定されていると考えており
ます。

安平山スキー場 2,600円 3,500円 設定なし

■検証①　　１日券・4時間券と試行券との売上推移

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

施行前 施行1年目 施行2年目 施行3年目

開設日数 57日 59日 57日 31日

１日券 53枚 47枚 77枚 31枚

4時間券 608枚 223枚 281枚 177枚

おとな・こどもペア券 - 223枚 357枚 157枚

高齢者３時間券 - 106枚 126枚 38枚

（考察）

開設日数及び
主な券種

　試行券販売後も、1日券に影響は見られませんでした。

　4時間券の購入層のうち、親子連れや高齢者がより安価で利用しやすい試行券に移行したと考えられます。


